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2021年9月24日（金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：鳥谷部久美子

	菅原
	斎藤
	鳥谷部
	戸賀沢
	藤田
	佐々木
	蕨野

	業務
	○
	○
	業務
	○
	業務
	○

	山田
	久保
	
	
	
	
	

	業務
	○
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
＜研修案内＞

現在予定なし。
＜全体連絡＞

・青陽館内の掃除について：満足度調査報告書に則り、毎週火曜日は普段掃除できていない部分を掃除する日と設定して、掃除が行き届かない場所を無くしていきましょう。
＜利用者様の評価について＞
・2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの作成、電カルへのアップロードを早急に行いましょう
対象利用者様→山下　拓也様
＜疾患別診療計画書＞

・10月の疾患別診療計画書作成に徐々に取り掛かりましょう。医師評価が必要な利用者様の疾患別は9/27（月）締め切りとします。
＜利用者様情報＞

デイケア

・横町　浩様～30日にA型就労ソレイユを見学予定との事。

ショートケア
・特になし

デイナイトケア
・吉田　富秋様～青風荘より情報提供あり。先日特定相談員とモニタリングを実施し、その際に「退所したい」と発言が聞かれていたとのこと。青風荘管理者としては最近外食プログラムを実施出来ていないことや馴染みのある利用者様の退所が続いたことが影響している可能性があるのではないかと。突発的な行動化に繋がらないように介入していくことを伝えている。
カンファレンスシート（板橋　利美様）

実施日：R3.9.24（金）13：30～14：00

担当：蕨野

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	板橋　利美様
	性別
	男
	年齢
	66
	生年月日
	S30.5.30

	主病名
	統合失調症
	合併症
	変形性膝関節症

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の修得、身体機能の維持・向上、対人関係の改善、
作業能力・持続性の向上、病識を身につける、社会資源の利用

	本人希望
	病状・身体管理を行う

	家族希望
	このまま青風荘入所継続してほしい

	入院歴
	計2回（最終：H19.6.28～H19.11.22　八戸市立市民病院精神神経科）

	通所歴
	デイケア：H20.1.29～H24.10.17
デイナイトケア：H25.4.1～現在

	その他サービス利用
	特定相談支援事業所「青明舎」　相談支援専門員：
グループホーム「青風荘」

	住居：グループホーム
	家族構成
保護者：三兄（板橋　清様）
八戸市在住

	利用制度
	老齢厚生年金
生活保護
	自立支援医療

身体障害者手帳1級
精神障害者保健福祉手帳1級

	生活・現病歴：
青森県八戸市にて同胞6名第6子五男として出生。長者中学校卒業後は上京し製缶工へ4年勤務。帰郷後は水道作業員や土木作業員として従事。退職後は定職に就かず、H14年生活保護を受給開始。

H15年頃より被害関係妄想や不眠、思考障害が出現。H15.12.12八戸市立市民病院精神神経科を初診し通院を継続。同院へ計2回の入院歴がある。退院後は生活訓練施設「青山荘」へ入所。入所に伴いH19.11.28当院へ転医し通院、精神科デイケアの利用を継続。H22.4.30グループホーム「あおみ」へ入居。胆石性膵炎治療のためH24.8.19八戸赤十字病院、歩行不安定によるリハビリテーション実施目的にてH24.9.18八戸城北病院へ転院。H24.11.16退院後はケアホーム（現：グループホーム）「青風荘」へ入居し、以後は当院への通院、生活訓練施設「青山荘」（通所型）の利用を継続。H25.4.1同施設を利用終了し、精神科デイナイトケアを利用開始。以後も当院への通院、精神科デイナイトケアの利用を継続している。
薬物療法により幻覚妄想等は概ね潜在化している。残遺状態で自閉や感情鈍麻、意欲の減退が著しい。対人関係等でストレスを感じやすく、苛々感・焦燥感を訴えることや睡眠不安定となることがある。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状・身体管理を行う
	身体管理の維持・改善を図る
	転倒防止、筋力低下防止、体重維持の為間食についてスタッフへ相談する
	身体の疼痛や疲労感があった時はスタッフへ相談する。スタッフは身体の疼痛や疲労感を確認する。

	
	精神症状の安定
	ストレスの発散方法を考える
	ストレスがある時はスタッフへ相談する。スタッフは、ストレスがないか確認し、ある時は発散方法について一緒に考える（ストレスがある際はスタッフへ相談する。スタッフは、本人のこだわりや自尊心を尊重し、受容しながら、対応し一緒に考えながらストレスの発散を促していく）。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度％）
	今後の対応

	転倒防止、筋力低下防止、体重維持のために間食についてスタッフへ相談する
	・自身で決めた排便時間と午前の運動療法が重なり不参加の場合があるが以前よりは改善傾向。レクリエーションは時々肩痛を訴え参加しない事があるがその際も他者への声掛けを欠かすことはない。

・毎年数回あるが、体重増加を気にして現在も主食や副食の摂取量を調整し、偏った食事内容となっている。

体重　6月75.0㎏　7月76.4㎏
　　　8月75.2㎏　9月73.4㎏
	なるべく参加するよう声掛けしていく

夜に疼痛の訴えがあるが、湿布を貼る等自身で対処しているとのことで、上記の対処が継続しているようであれば評価し行動強化していく

主食の代わりに嗜好品の摂取量が増加するとのことで、嗜好品の大量摂取によるデメリットを伝えていく



	ストレスの発散方法を考える
	・レクリエーションでは笑顔で参加しておりストレス発散していると思われる。
・ご飯を食べると太るんだが、「ご飯を食べないと兄へ電話するって青風荘の職員に言われるんだよな」と話している。

・コロナにより外出や外食が出来ない事を気にする発言が聞かれ、嗜好品を摂取する事が今は一番の楽しみであるとのこと。
	ストレス負荷のない減量方法を一緒に考えていく

思いを傾聴し、自室等で行える趣味活動等の提案を実施する。


【目標・治療計画（変更）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	定期利用を継続し現在のグループホームでの生活が継続できる。
	心身機能の維持向上ができる。
	①精神不調無く過ごす事ができる。
②転倒等の事故なく過ごす事が出来る。
	・昼夜逆転傾向があり、睡眠時間のバラつきによる精神不調きたす事が予測されている為、本人の生活状況を都度把握し、必要に応じて助言を行う。またグループホームとの連携を強化していく。
・運動療法参加への声掛けを行い、必要に応じて個別での筋力低下への取組や、歩行指導等を実施する。

	
	身体管理が自身で行えるようになる。
	偏食無く体重を維持する事ができる。
	・毎回自身にとって適量の食事量を摂取できるように偏りがあった際には振り返りを行う。また、主食の代わりに嗜好品の摂取量が増加した際には、嗜好品の大量摂取によるデメリットを伝えていく。




9月よりロフストランド杖を左右で2本使用しているが、以前より下肢筋力等の低下により歩行時の安定性に欠けている。特に靴を着脱の際にふらつく場面が観察されている。転倒防止の声掛けと必要に応じて付き添い等、今後必要になると予想されている。


